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地域防災計画｢緊急対策指針｣まとまる

企画管理部総務課（a内線2052）問い合わせ

　
宇
治
市
防
災
会
議
地
震
対
策
委
員
会
で
は
こ
の
た
び
、
宇
治
市
地

域
防
災
計
画
「
緊
急
対
策
指
針
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
風
水
害
だ
け
で
は
な
く
震
災
へ
の
対

策
も
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
市
の
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
第
一

段
階
と
な
る
も
の
。
今
回
は
こ
の
指
針
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
直
ち
に
で
き
る
こ
と
は

・
昨
年
一
月
に
起
き
た
阪
神
淡

路
大
震
災
。
本
市
で
は
す
で
に
、

災
害
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な

る
「
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
風
水

害
対
策
に
重
き
を
置
い
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
震
災
を
靫
訓
に
、

都
市
直
下
型
地
震
の
対
策
に
つ

い
て
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
昨
年
六
月
に
地
震
対

策
委
員
会
（
委
員
長
＝
京
都
大

学
防
災
研
究
所
・
佐
藤
忠
信
教

授
）
を
設
置
、
防
災
計
画
の
見

直
し
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
完
了
に
は
相
当

な
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
在
の
資
機
材
や
組
織
、

人
員
で
、
今
直
ち
に
対
応
す
べ

き
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
宇
治
市
地
域
防

災
計
画
「
緊
急
対
策
指
針
」
は

そ
う
し
た
考
え
の
も
と
で
作
ら

　
卜
下
居
町
内
会
で
は
、
の
こ
ぎ
り
や
つ
る
は
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
い
っ
た
防
災
救
出
器
具
を
自

主
配
備
。
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
町
内
会
員
に
講
習
を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
は
４
月
2
1
日
間
の
実
演
訓
練
）

れ
た
も
の
。

　
今
後
は
中
・
長
期
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
緊
急

対
策
と
合
わ
せ
「
宇
治
市
防
災

計
画
震
災
対
策
編
」
と
し
て
ま

と
め
、
よ
り
充
実
し
た
震
災
対

策
を
確
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

４
宇
治
市
地
域
防
災
計
画

　
「
緊
急
対
策
指
針
」

一
。
Ｊ
４
。
ｊ
。
。
ｊ
一
。
。
。
。

　
な
お
、
こ
の
指
針
は
次
の
九

章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
対
策
指
針
の
概
要

1章

初
動
体
制
の

整
備
で

　
大
規
模
な
震
災
が
発
生
し
た

場
合
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
素
早
い
対
応
を
行
い
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
。
ま
た
、

救
助
・
救
援
活
動
や
支
援
受
け

入
れ
の
た
め
の
空
き
地
を
あ
ら

ゝ g X β a 々 〃

か
じ
め
調
べ
、
活
用
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
る
。
被
害
に
応
じ
、

隣
接
市
町
や
自
衛
隊
な
ど
に
支

援
を
要
請
す
る
。

2章
・ ・ ・ － － － － － － － ・

情
報
連
絡
体
制

の
強
化

　
災
害
情
報
の
収
集
を
シ
ス
テ

ム
化
し
被
害
予
測
・
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
伝

達
す
る
。

3章

避
難
シ
ス
テ
ム

の
整
備

　
地
震
の
際
、
市
民
が
安
全
に

素
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
、
避

難
標
識
や
避
難
所
な
ど
を
整
備

す
る
。
ま
た
災
害
時
に
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
に

対
す
る
、
避
難
誘
導
体
制
の
整

備
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の
配

慮
も
行
う
。

4章

-■■■■■■■-●
水
、
食
料
等

の
確
認

　
震
災
時
に
は
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
’
・
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
交
通
網
が
破
壊
さ
れ
、

食
料
の
確
保
が
困
難
に
な
る
。

こ
の
た
め
市
民
に
三
日
分
の
飲

料
水
や
食
料
の
備
蓄
と
相
互
扶

助
に
よ
る
対
応
を
求
め
、
不
足

分
に
つ
い
て
は
給
水
車
や
炊
き

出
し
、
災
害
対
策
用
備
蓄
な
ど

で
確
保
す
る
。

－
自
主
防
災
活
動
の
装
備
購
入
に
補
助
－

　
こ
の
指
針
を
受
け
、
市
で
は

こ
の
た
び
、
自
主
防
災
組
織
が

防
災
資
機
材
な
ど
の
整
備
を
す

る
費
用
の
補
助
制
度
を
設
け
ま

し
た
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　
多
く
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被

害
を
出
し
た
先
の
阪
神
淡
路
大

震
災
以
来
、
防
災
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
大
地
震
が
起
き
る
と
消
防
を

は
じ
め
と
し
た
防
災
機
関
は
全

力
を
挙
げ
て
災
害
対
策
活
動
を

行
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な

地
震
で
あ
れ
ば
、
電
話
が
不
通

と
な
り
通
報
で
き
な
い
、
壊
れ

た
建
物
や
車
で
道
路
が
通
行
で

き
な
い
、
各
地
で
火
事
が
起
き

対
応
し
き
れ
な
い
な
ど
の
問
題

が
起
こ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
は
こ
う
し
た
と
き
に
地
域
住

民
自
ら
の
手
で
初
期
の
消
火
や

被
災
者
の
救
出
・
救
護
な
ど
に

あ
た
ろ
う
と
い
う
組
織
で
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
に
は
、
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
ろ
う
」
と
い
う
地
域
の
中
で

の
つ
な
が
り
が
’
ハ
切
で
す
か
ら
、

自
治
会
や
町
内
会
と
い
っ
た
す

で
に
あ
る
組
織
を
生
か
す
こ
と

が
有
効
的
で
す
。

。
補
助
要
項
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
補
助
を
受
け
ら
れ
る
組
織
’

　
自
治
会
や
町
内
会
、
ま
た
は

そ
れ
に
準
ず
る
団
体
が
自
主
的

に
設
け
た
、
運
営
・
構
成
な
ど

の
規
約
を
持
つ
組
織
。
た
だ
し

訓
練
の
実
施
な
ど
の
活
動
実
績

か
お
る
こ
と
。

◇
対
象
に
な
る
装
備

　
下
表
の
防
災
用
資
機
材
の
購

入
費
用
。
表
に
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
地
域
の
特
性
、
使
用
目

的
な
ど
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

消
耗
品
な
ど
は
省
き
ま
す
が
、

資
機
材
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

電
池
な
ど
は
対
象
と
し
ま
ず
。
’

◇
補
助
額

　
対
象
物
の
購
入
費
用
の
二
分

5章

緊
急
医
療
体
制

の
整
備

　
関
係
機
関
と
の
事
前
協
議
に

基
づ
き
、
震
災
時
に
は
医
師
や

看
護
婦
な
ど
に
よ
る
救
護
班
を

編
成
、
救
護
所
の
設
置
や
医
薬

品
の
調
達
体
制
を
整
え
る
。

6章

清
掃
・
防
疫

等
の
対
応

　
震
災
時
に
は
大
量
の
災
害
廃

棄
物
や
ご
み
が
発
生
し
、
ま
た

水
洗
ト
イ
レ
や
下
水
処
理
施
設

な
ど
の
施
設
に
も
被
害
が
あ
り
、

伝
染
病
の
発
生
む
心
配
さ
れ
る
。

関
係
機
関
と
調
整
し
、
ご
み
の

分
別
収
集
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
、
諸
施
設
の
復
旧
、
防
疫
対

瑕
左
起
池
す
る
。

の
Ｉ
と
し
、
十
万
円
ま
で
。
た

だ
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
組

織
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

補
助
を
受
け
う
れ
る
の
は
一
回
。

◇
注
意
事
項
・
管
理
義
務
な
ど

　
補
助
を
受
け
た
資
機
材
は
年

一
回
以
上
点
検
が
必
要
で
、
電

池
や
オ
イ
ル
な
ど
を
含
め
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
管
理
し

補助の対象となるもの

期
消
火
や
被
害
者
の
救
出
救
急

は
地
域
の
住
民
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
こ
の
た
め
日
ご
ろ

か
ら
市
民
へ
防
災
知
識
に
つ
い

て
普
及
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組

織
の
育
成
に
取
り
組
む
。
・

8章

教
育
現
場
等

の
対
応
強
化

　
児
童
・
生
徒
に
地
震
へ
の
対

応
に
つ
い
て
よ
く
指
導
す
る
ほ

か
、
震
災
時
に
避
難
所
と
な
る

施
設
の
管
理
者
は
そ
の
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

9章

緊
急
輸
送
体
制

の
整
備

　
災
害
対
策
に
重
要
な
道
路
を

緊
急
輸
送
ル
ー
ト
に
定
め
、
震

災
時
に
は
警
察
や
消
防
、
自
衛

隊
な
ど
と
協
力
し
て
緊
急
輸
送

手
段
を
確
保
す
る
。
公
用
車
の

一
括
管
理
、
自
家
用
車
な
ど
の

借
り
上
げ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
輸
送
要
請
な
ど
を
行
う
。

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の

ほ
か
、
資
機
材
に
つ
い
て
管
理

義
務
や
処
分
に
あ
た
っ
て
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
は
十
月

か
ら
を
予
定
。
詳
し
く
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
は
企
画
管
理
部
総
務
課

（
容
内
線
2
0
5
2
）
へ
。

情報連絡用
電池式メガホン、携帯用無線機、
携帯用ラジオ（FM付）

初期消火用
消火器、消火器格納箱、消火用バケツ、

砂袋;ヘルメット、防火衣

救出活動用

防水シート、シャベル、つるはし、

ロープ、掛矢、くい、土のう･、はしご、

のこぎり、ハンマー、ジャッキ、

バール、ペンチ

救　護　用
担架、救急セット、テント、毛布、
シート

避　難　用
電池式強力ライト、標旗、メガホン、
警笛、標識板

給食給水用
鍋、釜、コンロ、給水用タンク、

ガスボンベ

そ　の　他
防災服、腕章、防災倉庫（資機材
格納庫）、リヤカー

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

647

自
主
防
災
組
織
を

作
り
ま
せ
ん
か

震災への備え進

む

7章

自
主
防
災
組
織

の
育
成
・
強
化

　
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
。

期
震
被
害
に
つ
い
て
も
複
雑
多

豚
化
し
、
防
災
関
係
機
関
の
対

心
に
も
限
界
が
あ
る
。
ま
た
初
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宇
治
公
民
館

　
登
2
1
・
2
8
0
4

　
宇
治
里
尻
7
1
の
９

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
や
じ
ゃ

が
い
も
を
使
っ
だ
料
理
づ
く
り

を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
：
７
月
2
4
日
㈲

＝
コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
、
2
6
日

面
＝
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た
料

理
づ
く
り
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午

▼
参
加
費
…
親
子
で
２
０
０
円

▼
申
し
込
み
：
｛
器
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
1
5
組
。

木
幡
公
民
館

ａ
3
2
●
８
り
乙
９
０

木
幡
内
畑
3
4
の
７

　
人
形
劇
や
落
語
を
観
賞
し
ま

す
。

▼
と
き
・
内
容
・
：
８
月
2
2
日
俐

　
○
第
１
郡
（
午
前
1
0
時
～
正

午
）
＝
人
形
劇
「
大
工
と
鬼

六
」
「
ふ
し
ぎ
な
玉
子
」
ほ
か

　
○
第
２
部
（
午
後
１
時
半
～

３
時
）
＝
古
典
落
語
２
題
（
高

齢
者
の
参
加
も
可
）

▼
参
加
は
無
料
。
直
接
９
場
へ
。

　
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

▼
と
き
・
：
８
月
3
0
日
面
、
午
後

１
時
半
～
４
時

▼
対
象
…
小
学
３
年
～
中
学
声

▼
持
ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
参
加
費
・
：
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
：
電
話
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

広
野
公
民
館

容
4
1
・
7
4
5
0

広
野
町
寺
山
1
7
の
4
0
3

▼
と
き
・
：
７
月
3
1
日
團
、
午
前

９
時
～
午
後
１
時

▼
対
象
・
：
小
・
中
学
生

▼
メ
ニ
ュ
ー
…
冷
や
し
中
華
、

変
わ
り
ト
ン
カ
ツ
、
夏
野
菜
の

蒸
し
煮
、
抹
茶
ア
イ
ス
ほ
か

▼
講
師
…
管
理
栄
養
士
・
司
馬

正
子
さ
ん

▼
参
加
費
・
：
６
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
ふ
誘
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

　
夜
空
を
見
上
げ
、
夏
の
星
座

の
話
を
聞
き
ま
す
。

▼
と
き
・
：
８
月
６
日
向
、
午
後

７
時
～
９
時
半
（
雨
天
の
場
合

は
７
日
團
）

▼
対
象
・
：
幼
児
～
大
人

▼
講
師
・
：
山
西
天
文
台
・
山
西

重
男
さ
ん

▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
申
し
込
み
・
・
雍
蕪
莱
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

▼
と
き
…
８
月
2
0
日
㈹
　
○
水

彩
画
＝
午
前
９
時
～
正
午
　
○

書
道
＝
午
後
Ｌ
時
～
４
時

▼
対
象
・
；
小
学
生

▼
講
師
…
広
野
公
民
館
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん

▼
参
加
費
・
；
無
料

▼
申
し
込
み
…
｛
諮
か
来
館
で
。

定
員
は
各
教
室
先
着
3
0
人
。

　
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
糖
分
は
角

砂
糖
何
個
分
ｙ
・
　
簡
単
な
実
験

で
調
べ
ま
す
。

▼
と
き
・
：
８
月
2
0
日
㈹
、
午
前

９
時
～
正
午

▼
対
象
・
・
・
小
・
中
学
生
と
親

▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
し
込
み
：
■
m
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

中
央
公
民
館

四
2
0
・
1
4
1
1

折
居
台
１
丁
目
１

　
一
握
り
の
粘
土
か
ら
思
い
思

い
の
物
を
作
り
あ
げ
る
楽
し
さ

を
体
験
し
ま
す
。

▼
と
き
・
：
８
月
７
日
吻
・
2
0
日

㈲
・
2
3
日
面
、
午
後
１
時
～
４

時
半

▼
対
象
…
小
学
４
年
～
中
学
生

▼
参
加
費
・
：
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
…
電
話
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

　
木
や
紙
を
素
材
に
し
た
お
も

ち
や
「
ハ
タ
ハ
タ
」
聚
扨
釜
す
。

▼
と
き
・
：
８
月
９
日
面
、
午
前

９
時
～
正
午

▼
対
象
…
小
学
３
年
～
６
　
年
生

▼
参
加
費
・
：
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
…
｛
器
か
来
館
で
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。

小
倉
公
民
館

容
2
2
・
４
β
０
８
７

小
倉
町
寺
内
9
1

▼
と
き
・
：
７
月
2
0
日
蜘
、
午
前

‥
１
１
時
～
午
後
３
時
半
。

▼
内
容
・
：
○
人
形
劇
公
演
「
大

工
と
鬼
六
」
「
な
あ
Ｉ
に
」
ほ

か
○
遊
び
の
広
場
○
涼
し

い
広
場
○
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

▼
参
加
は
無
料
。
直
接
会
湯
へ
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
○
小
倉
公

民
館
＝
７
月
3
0
日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
正
午
　
○
広
野
公
民
館
＝

７
月
3
0
日
㈲
、
午
後
２
時
～
４

時
○
宇
治
公
民
館
＝
７
月
3
1

日
俐
、
午
前
1
0
時
～
正
午
○

木
幡
公
民
館
＝
７
月
3
1
日
脚
、

午
後
２
時
～
４
時
○
中
央
公

民
館
＝
８
月
１
日
㈹
、
午
前
1
0

時
～
正
午

▼
上
映
映
画
…
「
夏
服
の
少
女

た
ち
≒
友
だ
ち
の
き
も
ち
」

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
交
通
安

全
」
ほ
か

▼
参
加
は
無
料
。
直
接
会
現
へ
。

市
民
文
化
祭
改
め

市
民
文
化
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｅ
ｒ
・
｀
‥
．
』
、
％
、
』
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
’
ｙ
い
’
｀
装
’
．

参
加
者
募
集

　
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
市
民
文
化
祭
」
は
、
今
年
か

ら
「
市
民
文
化
芸
術
祭
」
と
名

称
を
変
え
、
歴
史
文
化
都
市

「
宇
治
」
の
新
し
い
文
化
創
造

を
目
指
し
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
文
化
活
動
の
成
果
を
ぜ
ひ

発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
資
格

　
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
す

る
人
、
ま
た
は
そ
の
人
た
ち
で

組
織
さ
れ
た
団
体
（
発
表
の
部

は
ｉ
人
以
上
の
団
体
）

◆
会
場

　
菊
花
を
除
く
展
示
の
部
は
中

央
公
民
館
、
菊
花
は
文
化
セ
ン

タ
ー
内
、
発
表
の
部
は
文
化
セ

ン
タ
ー
大
・
小
ホ
ー
ル

◆
参
加
料
（
発
表
の
部
だ
け
）

２
０
０
円
×
参
加
者
数
＋
１
団

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証

更
新
に
つ
い
て

体
2
0
0
0
円

◆
実
施
日
程

　
《
農
示
の
部
》
○
第
１
部
・
1
1

月
２
日
出
～
４
日
陶
＝
生
け
花
、

写
真
、
盆
栽
、
園
芸
、
山
野
草
、

水
石
、
映
像
、
菊
花
○
第
２

部
・
‥
‥
い
月
1
5
日
面
～
1
7
日
㈲
＝

書
道
、
陶
工
芸
、
額
装
品
、
拓

本
、
手
工
芸
、
木
彫
、
木
工
芸
、

文
芸

＊
出
展
数
は
Ｌ
人
１
点
（
小
物

は
数
点
を
セ
ッ
ト
で
出
品
可
）

　
《
発
表
の
部
》
ｙ
○
1
1
月
３
日
㈲

‥
‥
合
唱
、
合
奏
、
三
曲
、
謡
曲

　
○
Ｈ
月
４
日
俐
＝
舞
踊
、
吟

詠
、
民
謡

市
民
文
化
芸
術
祭

参
加
事
業
も
募
集

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
各
種

目
の
団
体
が
広
く
共
同
で
運
営

七
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
有
効

期
間
が
同
日
以
外
の
人
は
、
今

回
の
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
〈
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
母

子
・
障
害
・
老
人
）
〉
＝
七
月

三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ

ま
す
。
八
年
度
該
当
者
に
は
新

し
い
受
給
者
証
（
黄
色
）
を
七

宇治市の西部に広がっていた巨椋池は、今

からおよそ60年前に干拓され、その姿を消し

ました。湖面は農地となり、やがて一部は住

宅地に変わってゆきます。毎年ほぼ恒例とな

ったこの展覧会では、巨椋池の今と昔を、古

絵図や民具、写真パネルなど約50点で紹介し

ます。ぜひ一度、ご家族でご観覧ください。

す
る
催
し
の
内
、
九
月
か
ら
十

一
月
ま
で
に
開
催
す
る
展
示
や

発
表
を
市
民
文
化
芸
術
祭
の
一

部
と
し
て
開
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
参
加
条
件
・
：
○
運
営
、
経
理

な
ど
は
す
べ
て
実
施
団
体
が
行

い
ま
す
　
○
こ
の
事
業
の
参
加

団
体
は
、
展
示
の
部
・
発
表
の
部

の
同
種
目
へ
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
　
○
事
業
の
名
称
に
特
定

の
流
派
や
個
人
名
を
冠
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
　
○
事
業
の

名
称
に
「
市
民
文
化
芸
術
祭
参

加
」
と
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
そ
の
他
：
も
市
民
文
化
芸
術

祭
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
民
向
け

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
　
○
市
民

文
化
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
運

営
上
の
相
談
に
応
じ
ま
す
　
○

会
場
は
市
内
の
施
設
で
あ
れ
ば

特
に
問
い
ま
せ
ん

◆
申
し
込
み

　
以
上
す
べ
て
７
月
1
5
日
卯
～

2
6
日
面
に
文
化
観
光
課
（
容
内

線
2
2
2
3
）
へ
。
発
表
の
部

は
参
加
料
を
添
え
て
。

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
〈
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
対
象
者
証
〉
‥
‥
七
月
三

十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
八
年
度
該
当
者
に
は
シ
ー

ル
（
桃
色
）
を
は
っ
た
カ
バ
ー

を
七
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
健
康
医
療
課

（
容
内
線
2
3
3
5
）
へ
。

　７月16日(火)～９月８日(日)

　　日　･a　　　(月曜･祝日休館)
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FMうじ

聞こえていますか

放
送
が
入
り
に
く
い
と
き
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局

「
Ｆ
Ｍ
う
じ
」
が
開
局
し
て
十

ヵ
月
経
ち
ま
し
た
。
毎
週
月
曜

か
ら
金
曜
、
午
前
九
時
か
ら
十

時
半
ま
で
放
送
中
の
「
た
か
ら

木
探
検
隊
」
で
は
、
市
や
市
消

防
本
部
の
情
報
を
細
か
く
紹
介
。

地
域
密
着
型
の
身
近
な
放
送
局

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
の
情
報
伝
達
応
苫
し
て
、

重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
放
送

エ
リ
ア
が
狭
く
、
一
。
般
の
Ｆ
Ｍ

と
異
な
り
出
力
が
小
さ
く
押
さ

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

付
近
の
地
形
や
建
物
の
内
外
、

ラ
ジ
オ
を
置
く
場
所
、
ラ
ジ
オ

の
性
能
な
ど
に
よ
っ
て
放
送
が

入
り
に
く
い
こ
と
が
あ
吟
歪
す
。

放
送
が
入
り
に
く
く
て
も
、
少

し
工
夫
す
る
だ
け
で
聴
き
や
す

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次

の
点
を
参
考
に
、
一
度
試
し
て

く
だ
さ
い
。

①
周
波
数
は
Ｆ
Ｍ
の
8
8
・
８
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
に
合
っ
て
い
ま
す
か
。

②
ラ
ジ
オ
を
窓
際
に
近
付
け
て

く
だ
さ
い
（
屋
内
へ
は
電
波
は

届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
送
信

ア
ン
テ
ナ
は
市
役
所
の
屋
上
に

あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
の
方

角
の
窓
が
い
い
で
し
ょ
う
）
。

⑧
ア
ン
テ
ナ
や
ラ
ジ
オ
本
体
の

向
き
を
変
え
て
、
良
く
入
る
と

こ
ろ
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

④
こ
れ
で
入
ら
な
い
場
合
は
、

ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
に
ち
ょ
っ

と
細
工
し
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
販
の
室
内
国
一
Ｔ
型
フ
ィ

ー
ダ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

代
用
と
し
て
、

長
さ
１
２
メ

ー
ト
ル
の
ビ
ニ

ー
ル
線
（
太
さ

Ｉ
ミ
リ
弱
の
電

線
を
ビ
ニ
ー
ル

で
覆
っ
た
も
の
）

を
ア
ン
テ
ナ
の

先
に
く
く
り
付

け
、
向
き
や
張

り
方
な
ど
を
試

し
て
く
だ
さ
い
（
写
真
Ａ
）

線
を
窓
の
外
に
垂
ら
す
と
な
お

良
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
部
屋

に
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
端
子
が

あ
る
場
合
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で

ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
に
つ
な
ぐ

の
も
効
果
的
で
す
（
写
真
Ｂ
）
。

は
、
室
外
に
専
用
ア
ン
テ
ナ
を

立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
費

用
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
効
果

も
含
め
て
電
気
店
な
ど
に
相
談

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

凹
広
報
課
（
霖
内
貨
＜
Ｘ
Ｚ
Ｘ
£
Ｘ
Ｊ
>
)

歴史資料館　夏休み企画展

きれいに 夏
休
み
公
民
館

子
ど
も
特
集

もうすぐ夏休み

。公民館では子

ども向けの催し

を企画して、み

んなの参加を待

っています。

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
劇
場

サ
マ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

サ
マ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

夏
の
星
座
教
室
　

水
彩
画
・
書
道
教
室

健
康
教
室
　

陶
芸
教
室

む
か
し
の

お
も
ち
ゃ
づ
く
り

ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

各
公
民
館
を

巡
回
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
＆
入
形
劇

夏
ま
つ
り

（
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
〉

＝
有
効
期
限
が
今
年
七
月
三
十

いまとむかしの

巨椋池

〔主な展示品〕

づ錐笙副諮　（弥生時代・巨椋神社東方遺跡）

　φj･:･jφj･1-:･1･l･:･.-:卜･.｀･.･ふI･χ･M･:りI｛･:.IZ･:●jQ　　　　　　　　　　.

　　　　　　　杯（須恵器）（古墳時代後期･若林古墳群）

　U雍　顛'山城国古図（地誌や歴史書を参考にし

　　　　　　　　　　　　　てつくられた歴史地図）

　ﾐ哀傷］モンドリ　ュオヶダマルタモなど

　　　　　　　（いずれも魚とりに使われた漁具）



649

宇治市政だより 1996年（平成８年）7月11日発行　第1103号
χＷノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　－-　　．　－．

　　・　－　　　　　　－　･-■■　■

市役所十〒611/掌紬琵琶露

;ド営こぞ丿二心千二7j:ご.こ≒衣ぢ聯吊:サトｙ

………＼7……=∧ﾄ･l……1°:c22-3141

福祉・年金

■身体障害者デイサービス

　　〈ボウリング教室〉［＞7月29日

（月）、午後１時半～3時半。ラピュ

タボウル（アルプラザ宇治東）［＞

対象…市内在住で身体に障害があ

る人と介護者［＞定員…先着25人

（初参加の人を優先）［〉参加費…5

00円（2ゲーム）回社会福祉協

議会（S22－5650.ファクス22－

5654）。

■年金相談所の開設

　年金は老後の生活に欠かせない

大切なものですが、受けるための

資格は人によって様々です。自分

の場合はどうなるのかなど、気軽

にご相談を。当日は保険料の納付

や免除も受け付けます。E〉○7月

23日（火）＝西友宇治店○24日出＝大

久保サティ○25日出＝木幡公民館。

いずれも午前10時～午後３時　回

国民年金課（a内線2312）。

■在宅老人家族介護者教室

　［〉７月16日（火）、午前10時半～午

後Ｏ時半。ハーモニーこはた［〉テ

ーマ…「宇治市の福祉制度とハー

モニーこはたの取り組み」［且昼

食（410円）を希望する人は前日

までにハーモニーこはた（登33－

8270）へ。

講座・教室

■城南地域職業訓練センター（a

　46－0688）

　圃同センター。

　　くワープロ夏期集中講座ワード

W95版〉[＞7月31日出～８月２日

出、午前９時半～午後３時半［〉参

加費…１万400円。　くワープロ初

級一太郎Ver.5〉［＞8月４日~9

月８日の日曜、午後１時半～３時

半。６回［〉参加費…9000円。　<ワ

ープロ初級ワードW3.1版〉>8月

　
夏
の
暑
さ
も
そ
ろ
そ
ろ
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
火
に
対
す
る
警
戒

心
も
薄
れ
が
ち
。
火
災
の
発
生

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
七
月
二
十
日

蜘
か
ら
二
十
六
日
吻
ま
で
「
夏

の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
。
住
宅
や
学
校
、
文
化
財
な

ど
を
火
か
ら
守
る
た
め
、
消
防

訓
練
や
防
火
査
察
、
町
内
（
自

夏
の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7/

20

～2

6

治
）
会
を
対
象
と
し
た
防
火
座

談
会
、
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
皆
さ
ん
も
火
に
対
す

る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
く
だ

さ
い
。
火
災
予
防
に
つ
い
て
の

相
談
は
近
く
の
消
防
（
分
）
署

か
消
防
本
部
（
昔
内
線
2
6
5

7
）
へ
お
気
軽
に
。

.こ三j'丿字7呉回

へ食わ泄心里lば申.し込みも

４日~9月８日の日曜、午前９時

半～正午。６回[〉参加費…9000円。

　　〈ワープロ初級一太郎Ver.5〉

[＞8月５日～26日の月・火・木・

金曜、午前９時半～午後３時半。

14回[〉参加費…１万2200円。くワー

プロ中級一太郎W3.1)!g〉＞8月

４日g月８日の日曜、午前９時

半～正午。６回[〉参加費…9000円。

　くパソコン表計算初級エクセルW

95)!S〉[＞8月４日g月8日の日

曜、午後１時～'^時半。６回[＞参

加費…9000円。くパソコンプログ

ラミング初級W3.1版〉＞7月27

日~9月７日の土曜、午前９時半

～正午。６回[〉参加費…9000円。

　　〈簿記中級日商簿記2級受験〉

[＞８月２日～11月15日の月・水・

金曜、午後６時半～9時r,

38回[〉

参加費…１万9500円。

スポーツ

■高齢者スポーツ教室

　＞7月18日俐、午後１時半~3

時半。広野公民館[〉内容…囲碁ボ

ール、ペタンクなどのルール説明

と実技　回同館(S41-7450)。

■黄檗･西宇治公園市民プール開設

　[＞期間…７月14日(a)~8月31日

(土)。時間はフ月14日(日)と７月20日

固～31日出＝午前:o時～午後５時、

フ月15日囲～19日出＝午後１時～

５時、８月１日俐～30日倒＝午前

10時～午後４時、８月31日(±)＝午

前10時～午後３時E〉料金…大人＝

300円、小人(中学生以下)＝100

円　圃黄壁体育館033-4001)。

■親子水泳教室

　[〉･7月22日(月)・23日(火)・25日出

・26日出・29日(月)・30日脚、午後

５時半～７時半。西宇治公園プー

ル[〉対象･‥小学生以上の子供と親

[＞定員…先着30組　回市民体育課

(a内線2621)。

・トレーニング機器実技講習会

　C〉7月27日出、午後１時～と３

時半～の２回。黄槃体育館C〉対象

…15歳以上の人(中学生は除く)

[＞定員…各先mm人C〉参加費…10

00円　[1]7月14日(日)から同館。顔

写真(3×2.5？)が必要　回黄壁

体育館(333-4001)。

■重点普及スポーツ

　[〉フ月21日(日)、午前10時～正午。

北槙島小学校E＞内容…グラウンド

ゴルフ、ペタンクのルール説明と

実技回市民体育課(a内,f叙621)。

催　し

・親子水源地めぐり

　C〉7月31日伽(小雨決行)[〉行

き先…天ケ瀬ダム・南郷洗堰・琵

琶湖大橋ほか[〉対象…小学生とそ

の親C〉定員…先着50組C〉参加費…

500円　回往復はがきに氏名・年

齢・性別・住所・電話番号を書き、

７月20日㈲まで(必着)に副河川環

境管理財団大阪事務所親子水源地

めぐり募集係(〒570守口市外島

BT4-18、Q06-994-0535)へ。

■夏休みおはなし会

　[＞7月24日出、午後３時~4時

半。中央図書館[〉内容…人形劇、

ペープサート[＞対象…幼児～小学

生低学年回中央図書館(a20-i

511)。

■歴史サロン

　[＞7月26日倒、午後２時～4時。

中央公民館≫テーマ…｢日本の干

拓、そのはじまりと発達｣[〉講師

…歴史資料館館員　回歴史資料館

(320-1311)。

■夏休み親子見学会

　城南衛生管理組合の施設を見学

します。[＞8月６日吹]＝沢第２清

掃工場(し尿処理場)、10日(±)=

折居清掃工場(ごみ焼却場)。い

ずれも午前10時～正午≫定員…各

先着50人[回城南衛生管理祖合広

報課(3075-631-5171)へ電話で。

募　集

■市職員

　[＞職種・資格…一般事務職(司

書資格者)＝昭和44年４月２日～

51年４月１日に生まれ、図書館法

による司書の資格を持つ人[＞採用

予定日・人数…８年９月１日・２

人E〉受け付け期間…７月12日出～

　
市
で
は
、
九
月
十
五
日
脚
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
を
開

き
ま
す
。
本
紙
七
月
一
日
号
で

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
参
加
者
が
「
午
前
の

部
」
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
「
午
後
の
部
」
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希

望
の
方
は
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
　
９
月
1
5
日
初
、
午
前

（
1
0
時
～
正
午
）
と
午
後
（
２

時
半
～
ｔ
時
半
）
の
各
１
回

◆
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
（
折
居
台
１
丁
目
）

◆
内
容
　
式
典
と
催
し
（
プ
ロ

の
出
演
に
よ
る
演
芸
と
宇
治
市

少
年
少
女
合
唱
団
の
公
演
）
。

両
部
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

☆予防接種のお知らせ

　今年度の小・中学生の予防接種は次のとおりです。希望する人は、学校の授業や行事に差し支えないように、9年3月末までに市内の予防接種協力医療機関(赤いステッカーが目印)で個別に受けてください。予診票は協力医療機関、保健予防課で配布中。

種　　別 対　　象　　学　　年

風　　し　ん
小学校1年
中学校2年

（風しんの予防接種を受けたこともり患した

こともない人）日本脳炎 ２期＝小学校４年　３期＝中学校３年

三種混合２期

(ｼﾞﾌﾃﾘｱ･破傷風)

２期＝小学校６年

(三種混合を２回以上受けたことかある人)

18日俐　回市指定の履歴書と申込

書に記入し最近６ヵ月以内の写真

をはり、司書資格を証明する書類

の写しを添え職員課（a内1叙063）

へ持参で。実施要項、申込書は職

員課にあります。第1次試験は７

月22日側、午前９時10分から市職

員会館で。

内に住民(外国人)登録があり、今

後も市内に居住するサラリーマン

(勤続年数・収入・年齢の要件あ

り)t>融資限度額･‥新築・購入＝

700万円、増改築・修繕=500万円

[〉償還期間…有担保(融資額i6o

万円以上)＝最長20年、無担保

(同150万円)＝最長10年。債務

は保証機関が保証します(共有名

義者と収入合算者は連帯保証人に

なります)回商工課(a内線22

19)。締め切りは毎月第２金曜。

■京都府観光写真コンテスト

　[＞テーマ…京都の自然・文化・

産業[＞応募規定…カラープリント

４切り(ワイド可)。新しい作品

で単写真、未発表のもの[〉出品料

‥･1点1000円　圃題名、氏名、年

齢、住所、電話番号を記入した応

募票を作品の裏面にはり、８月１

日困～23日園(必着)に閻京都府

観光連盟(〒600京都市下京区烏

丸七条西南角､S075-371-2226)へ。

　薬物乱用NO！

薬物に関する正しい知識を持

ち、一人ひとりが薬物に近寄

らないことが大切です

　　回宇治保健所昔21-2191

お母さんといっしょ

村山　朝香ちゃん(H6.11.3生)

　　　美代子さん

　　　　　　(広野町尖山)

敬老会

◆
応
募
資
格
　
市
内
に
住
み
、

大
正
1
5
年
９
月
1
6
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
９
月
1
5
日
現
在
、

満
7
0
歳
以
上
の
人
）
。
定
員
は

両
部
合
わ
せ
て
２
５
０
叉
。

◆
応
募
方
法
　
は
が
き
に
「
敬

老
会
参
加
申
込
書
」
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
希
望

す
る
部
（
午
前
・
午
後
）
、
利

用
す
る
交
通
機
関
（
専
用
バ
ス

・
自
家
用
車
・
そ
の
他
の
い
ず

れ
か
）
、
専
用
バ
ス
の
場
合
は

バ
ス
停
留
所
を
書
き
、
市
役
所

長
寿
社
会
対
策
課
（
宇
治
琵
琶

3
3
）
へ
お
申
し
込
み
を
。
記
入

が
不
十
分
の
も
の
や
、
原
則
と

し
て
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
Ｌ
ま
す
。

ま
た
、
午
前
・
午
後
の
希
望
の

部
に
つ
い
て
は
希
望
に
添
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
間
　
７
月
１
日
間
～

９
９
一
日
側
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
記
念
品
贈
呈
　
参
加
者
に
は

会
場
で
記
念
品
と
し
て
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
送
迎
　
例
年
ど
お
り
、
専
用

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
専
用
バ

ス
の
停
留
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。
発
車
時
刻
は
本
紙
９
月
1
1

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
長
寿
社
会
対

策
課
（
登
内
線
2
3
4
6
）

　
〈
専
用
バ
ス
停
留
所
〉

■
東
宇
治
方
面
中
住
宅
、
御

蔵
山
、
西
住
宅
、
‘
幼
稚
園
前
、

御
園
、
町
並
（
長
谷
川
珈
琲
館

前
）
、
御
蔵
山
参
道
、
東
御
蔵

山
、
頼
政
道
、
東
宇
治
高
校
、

木
幡
、
木
幡
山
手
町
、
印
木
幡
、

病
院
前
、
黄
梨
駅
、
平
野
町

（
重
永
病
院
前
）
、
冤
道
高
校
、

隼
上
り
、
新
田
、
森
本
、
三
室

戸
（
府
道
）
、
明
星
町
一
丁
目
、

門
前

■
三
軒
家
方
面
　
三
軒
家
（
京

阪
バ
ス
停
）

■
目
川
方
面
　
目
川
、
４
　
痢
原
、

（
京
阪
宇
治
交
通
バ
ス
停
）
、
椛

島
小
学
校
、
槙
島
、
中
研
前
、

宇
治
橋
西
詰
（
県
通
り
）
、
県

神
社

■
宇
治
方
面
　
宇
治
車
庫
、
京

阪
宇
治
、
宇
治
橋
西
詰
（
都
計

道
路
）
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
、
総
合

庁
舎
、
宇
治
市
役
所

■
名
木
方
面
　
久
禾
、
緑
ケ
原
、

大
久
保
（
旧
国
道
）
、
伊
勢
田

（
京
阪
バ
ス
停
）

■
浮
面
・
小
倉
方
面
浮
面
、

名
木
北
口
、
西
小
倉
、
北
山
住

宅
、
小
倉
住
宅
、
砂
田
、
南
遊

田
、
堀
池
、
近
鉄
小
倉
、
小
倉
、

蔭
山
、
宇
治
郵
便
局
、
ユ
ニ
チ

カ ■
大
久
保
方
面
　
日
産
車
体
、

緑
ケ
原
口
、
近
鉄
大
久
保
、
Ｊ

Ｒ
新
田
駅
（
中
西
石
油
前
）
、

城
南
高
校
、
神
明
、
城
南
荘
、

西
町
　
　
　
’
‘

■
寺
山
台
方
面
　
大
久
保
小
学

校
、
寺
山
台
一
丁
目
、
宇
治
友

が
丘
（
東
町
）
、
小
根
尾
、
琵

琶
台
三
丁
目

■
志
津
川
方
面
　
志
津
川
（
竹

久
商
店
前
）
、
白
川
（
茶
研
入

口
）

■
笠
取
方
面
　
笠
取
小
前
、
称

名
寺
下

9月15日　文化センター

情報

BOX

■自衛官

　[〉種目・受け付け期間・対象…

○一般曹候補学生= 8月１日g

月９日、18歳以上24歳未満　○曹

候補士= 8月１日～９月９日、18

歳以上27歳未満　○航空学生= 8

月１日～９月９日、高卒(見込み)

以上21歳未満　○２等陸海空士

(男子)＝８月１日~22日、18歳

以上27歳未満　○２等陸海空士

(女子)＝８月１日～９月13日、1

8歳以上27歳未満　回宇治募集事

務所(S44-7139)か市企画管理部

総務課(a内線2052)。

お知らせ

■勤労者住宅融資のご利用を

　市内在住の給与所得者の皆さん

に、住宅の新築、購入(既存住宅

・マンションを含む)、増改築、

修繕の資金を低利(年利3.78％の

固定)で融資します。[〉対象…市

参加申し込み

受け付け中
午後の部に余裕があ

ります



よ　り　　1996年(平成８年)7月11日号だ宇治市政隠ホ（4）1103号

アトランタオリンピ

ック出場
　
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
後
数
日
。
日
本
代
表
と

し
て
世
界
の
舞
台
に
立
つ
選
手

の
中
に
宇
治
市
出
身
の
選
手
が

二
人
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
宇
治
市
に

帰
省
し
、
多
く
の
人
々
の
祝
福

や
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
男
子
体
操
で
出
場
す
る
前
田

将
良
さ
ん
（
2
5
歳
・
大
久
保
町

出
身
）
は
、
西
大
久
保
小
、
南

宇
治
中
、
城
南
局
校
を
卒
業
し
、

現
在
は
河
合
楽
器
に
勤
務
。
久

し
振
り
に
実
家
に
帰
省
し
た
六

月
十
六
日
㈲
、
市
や
近
所
の
人

た
ち
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
日
、
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
活

躍
を
期
待
し
町
内
の
有
志
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
る
日
の
丸
の
応

援
旗
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
前
田
選
手
の
帰
省
に
合
わ
せ
、

間
に
合
う
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。

こ
の
町
内
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
が
出
る
四
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
。
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

と
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

。
前
田
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
世
界
選
手
権
と
同
じ
レ
ベ

ル
の
大
会
な
の
で
特
に
緊
張
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ン
ピ

ｙ
ク
の
独
特
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
来
た
い
。
そ
し
て
、
メ
ダ

ル
目
指
し
て
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
一
方
、
陸
上
女
子
一
万
メ
ー

ト
ル
で
出
場
す
る
千
葉
真
子
さ

ん
（
1
9
歳
・
五
ケ
庄
出
身
）
は
、

卜
地
元
か
ら
声
援
を
受
け
る
前
田
選
手

南
部
小
、
東
｛
ま
串
、

立
命
館
宇
治
高
校
を

卒
業
し
、
現
在
は
旭

化
成
に
勤
務
。
予
選

会
で
は
日
本
新
記
録

を
出
し
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
、

ク
の
代
表
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
非
常
に
う

れ
し
い
こ
と
で
す
が
、

予
選
会
で
は
三
位
だ

っ
た
の
で
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
そ
の

大
会
で
得
た
も
の
を

生
か
し
た
い
」
と
話

園
児
が
平
盛
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

　
今
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

平
盛
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
六
月
二
十
四
日
㈲
、
大
久
保

保
育
園
の
児
童
が
訪
問
し
、
歌
゛

な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
核
家
族
化
が

進
み
、
日
ご
ろ
お
互
い
に
接
す

る
機
会
の
少
な
く
な
っ
た
子
供

た
ち
と
お
年
寄
り
に
、
共
に
遊

び
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。

　
こ
の
日
、
園
児
の
訪
問
を
待

っ
て
い
た
の
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
や
テ
ィ
ボ
ー
。
ふ
に
通

う
二
十
五
人
の
お
年
寄
り
。
園

児
が
到
着
す
る
と
大
き
な
拍
手

が
沸
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

自
己
紹
介
に
続
き
園
で
練
習
し

て
き
た
歌
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披

露
。
か
わ
い
い
子
供
た
ち
の
歌

に
お
年
寄
り
は
手
拍
子
を
打
つ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
園
児
と
お
年
寄
り

。
が
一
緒
に
＝
マ
回
し
。
こ
の
コ

マ
は
、
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
遊

ん
で
も
ら
え
た
ら
と
近
所
に
住

む
お
年
寄
り
が
園
に
寄
付
し
た

も
の
で
、
園
児
た
ち
は
い
っ
も

夢
中
で
コ
マ
回
し
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
お
年
寄
り
も
童
心

に
帰
り
Ｊ
マ
回
し
を
楽
し
み
ま

し
た
。

す
千
葉
さ
ん
。

　
六
月
十
九
日
㈲
、
母
校
の
立

命
館
宇
治
高
校
生
徒
会
主
催
の

壮
行
会
を
終
え
、
宇
治
市
役
所

を
表
敬
訪
問
。
池
本
市
長
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
の
強

豪
が
競
う
世
界
大
会
。
そ
こ
に

出
ら
れ
る
こ
と
は
日
本
、
そ
し

て
宇
治
の
誇
り
で
す
。
地
元
十

八
万
五
千
人
の
市
民
が
応
援
し

て
い
ま
す
の
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
郷
土
の
期
待
、
日
本
の

期
待
を
背
負
い
、
大
い
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」

と
市
民
を
代
表
し
激
励
し
ま
し

た
。

。
千
葉
さ
ん
は
、
「
良
い
体
調

で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、

メ
ダ
ル
に
一
歩
で
も
近
付
け
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
二
人
と
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で

参
加
す
る
西
井
賢
一
さ
ん
（
5
0

歳
・
横
島
町
）
の
出
場
を
祝
っ

て
市
役
所
庁
舎
に
懸
垂
幕
が
掲

げ
ら
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
応
援
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま
し

投
書

コ
ー
ナ
ー

　
楽
し
い
朝
の
散
歩

　
定
年
退
職
し
て
か
ら
毎
週
日

曜
、
雨
降
り
の
日
以
外
は
十
分

か
ら
一
時
間
の
散
歩
を
し
て
い

ま
す
。
桜
が
咲
き
始
め
た
こ
ろ

か
ら
市
役
所
方
面
に
歩
い
て
い

『
か
わ
い
い
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑤

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
な
の

で
、
歌
を
覚
え
る
た
め
に
音
楽

を
聞
き
な
が
ら
の
散
歩
で
す
。

　
市
役
所
に
着
く
と
、
北
玄
関

で
汗
を
ふ
き
、
大
の
字
に
な
っ

て
一
休
み
し
ま
す
。
寝
転
ん
で

青
い
空
、
白
い
雲
、
そ
し
て
庁

舎
を
真
下
か
ら
望
む
の
は
素
晴

ら
し
い
眺
め
。
そ
う
し
て
い
る

と
、
自
分
が
い
か
に
ち
っ
ぽ
け

な
存
在
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
す
。

心
だ
け
で
も
大
き
く
持
と
う
と

自
分
に
い
い
き
か
せ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
た
り
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
歌
を
歌

　
そ
の
後
、
園
児
が
作
っ
た
風

車
と
お
年
寄
り
か
ら
の
や
じ
ろ

べ
え
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
。
最

後
に
は
仲
良
く
歌
を
歌
い
交
流

会
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　おそろいの衣装を着て、手と手　複雑なダンスにもチ､ヤレンジして

をつなぎ音楽に合わせ軽やかにス　います。「ここにきて踊っている

テップ。皆さん笑顔が絶えません。　と家庭での嫌なことも忘れて楽し

　このサークルは宇治市老人福祉　めるんです」、「覚えるのに頭を使

センターにある25のサークルのう　うし、ぼけ防止にもいいんですよ」

ちの一つ。健康と美容のために年　という会員さんの声。F本当に楽

をとってもできる運動をしようと　しい雰囲気ですから一度のぞいて

誕生しました。健康にもいいし、　ください、やり始めると自然と身

何より楽しいということで会員さ　　も軽く、明るくなりますよ。男性

んが増え続け、現在60歳から81歳　も大歓迎です」と代表の森さん。

までの50人余りが活動しています。　　活動は第２・４土曜日午後１時

　「皆さん踊りを楽しんでおられ　～４時まで、宇治市老人福祉セン

るので、教える私も楽しくなりま　　ター（総合福祉会館内）で。会費

す。やる年数だけ若くなってこら　は月５百円です。

れますね」と話す岡村先生の指導　【問い合わせ】代表・森さん（a

の元、簡単なものから時には少し　21 ・3486）へ。

▲「頑張ってください」と市長から激励を受ける千葉選手

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
七
月
十

九
日
（
日
本
時
間
二
十
日
）
に

開
会
式
、
翌
日
か
ら
各
競
技
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

つ
た
り
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

玄
関
前
に
植
え
ら
れ
た
、
季
節

ご
と
の
花
が
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
、
そ
っ
と
花
に
話
し
掛
け
た

り
も
し
ま
す
。

　
こ
の
散
歩
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
草
花
が
目
に
付
き
、
そ
ん
な

花
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

私
は
以
前
体
調
を
崩
し
て
か
ら
、

今
ご
ろ
の
季
節
は
’
一
番
辛
い
の

で
す
が
、
朝
の
散
歩
を
励
み
に

頑
張
り
た
い
と
思
う
心
で
す
。

　
　
小
倉
町
太
田
包
雄

回

市
民
情
報

短
　
信

催
　
　
し

◆
大
正
琴
無
料
講
習
会
　
お
た

ま
じ
や
く
し
が
苦
手
で
も
、
親

切
な
指
導
で
楽
し
く
習
え
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
。
７
月
1
2
日
面

午
前
1
0
時
～
正
午
、
2
2
日
側
午

後
１
時
～
４
時
。
小
倉
公
民
館
。

河
村
さ
ん
f
3
2
3
・
9
5
6
4
．

◆
宇
治
市
水
泳
学
園
　
７
月
2
0

日
㈲
～
3
1
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

1
1
時
半
、
黄
聚
公
園
プ
ー
ル
。

小
学
１
年
～
。
６
年
生
ま
で
の
先

着
２
５
０
人
。
６
千
５
百
円
。

申
し
込
み
は
７
月
1
2
日
面
～
1
4

日
㈲
の
午
後
３
時
～
６
時
に
受

講
料
と
印
鑑
を
持
っ
て
宇
治
公

民
館
へ
。
小
西
さ
ん
容
2
2
・
５

３
５
凡

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
７
月
2
1
日

㈲
、
午
前
８
時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
集
合
。
（
雨
天
時
は
2
8
日
㈲
）

清
滝
方
面
、
約
九
牛
口
（
一
般

向
き
）
。
牧
原
さ
ん
照
一
一
・
2

2
6
2
0

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
溝
習
会

８
月
５
日
㈲
、
午
後
１
時
～
３

時
。
宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必

要
。
五
百
円
。
山
岡
さ
ん
ａ
ｏ

７
５
一
４
６
１
一
1
8
2
8
．

◆
莵
道
歩
こ
う
会
　
８
月
３
日

出
、
午
前
８
時
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

集
合
。
保
津
峡
方
面
、
約
８
手

口
。
小
雨
決
行
。
辻
本
さ
ん
容

2
2
°
0
7
7
9
０

募
　
　
集

◆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
・
ト
ラ

イ
　
初
心
者
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
で
す
。
第
１
・
３
木
曜
の
午

後
１
時
～
３
時
、
第
２
・
４
木

曜
の
午
前
1
0
時
～
正
午
、
宇
治

公
民
館
。
月
２
千
円
。
平
尾
さ

ん
四
3
2
・
4
1
8
3
．

◆
中
高
年
の
健
康
体
操
　
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
が
中

心
の
体
に
や
さ
し
い
体
操
で
す
。

毎
週
土
曜
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
、

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
。
月
二
千
円
。
山
崎
さ
ん
四

2
2
°
5
0
3
4
０

交
差
点

サークル

さあ来る

宇治市老人福祉センター
「フォークダンスサークル」

お
年
寄
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

祝

毎月1

1日号

みなさんとつくるページ
前田將良さん(体操)・千葉真子さん(陸上1万メートル）
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